


登壇者紹介
⼀橋⼤学法学部卒。サイバーエージェント → リヴァンプ → サイバー → スパイダープラス → 1社挟んで独
⽴。 を軸に、幅広い領域で成果創出。企画〜マーケ〜営業〜開発ディレクションすべてで成

果。事業の成⻑

三浦 慶介
株式会社グロースドライバー

代表取締役社⻑

プロダクト開発
会員150万⼈超
ゲームのヒット企画‧開発、事業⽴ち上げ多数

インハウスマーケ
年間数⼗億円規模
の広告運⽤‧組織改⾰‧ROI向上

新規事業⽀援
⾃動⾞業界等での新規プロジェクト⽴ち上げ

マーケDX
ショッピングセンター‧外⾷チェーンのCRM/
アプリ開発（会員数百万⼈）

マーケ‧営業変⾰
グロース上場企業の執⾏役員として
上場前後のS&M戦略⽴案‧変⾰
営業⽣産性YoY160％

事業戦略‧企画
⼤⼿教育サービス業での成⻑戦略‧
AI活⽤戦略の企画⽴案

2実践を通じ、業界・業種・職種を問わず成果を出すための汎用フレームワーク を確立

＋スタートアップの非常勤取締役 CGO

一橋大学法学部卒

事業戦略・企画

新規事業支援

ToCもToBも
マーケから営業、プロダクト開発まで

事業責任者‧経営レイヤーで実績



事例紹介：代表的な成果

エンターテイン
メント 組織改⾰

マーケティング組織の内製化

OUTCOME

ROI2.0倍超
運⽤予算 5億円 →30億円へ拡⼤

商業施設 DX推進

ショッピングセンターの
マーケティングDX

OUTCOME：年間利益

利益創出10億円超

SaaS/IT 営業改⾰

上場ベンチャーの
営業‧マーケティング改⾰

OUTCOME：営業⼀⼈あたり売上創出額

⽣産性 YoY160%

事業会社‧⽀援会社の双⽅の⽴場から⼤きな事業成果を創出。
成果を通じて体系化した再現性ある事業グロース⼿法を提供。
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マーケティング組織改
革
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⽀援内容：事業成⻑サイクルの構築‧伴⾛ ※AIが主語ではない
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戦略









AI活用の前提が共有されていない



「AI活⽤で成果を出す」とは？
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リソースの再投資

経営の論点は「AIで利益を増やせるのか」

あくまで通過点





● データ分析をすべて AIで完結：月150万～200万円の価値
○ データクレンジング、集計、分析、レポーティングまでAI完結

○ 中堅以上のコンサルの30歳前半アナリストレベル

● 調査、企画整理、資料作成、スライド化： 月100万円程度
○ 品質課題はあるが、用途次第で十分実用的

○ 特に調査～企画領域はインパクト大

● 執筆の5倍速化：月100時間の捻出
○ 書籍の初稿12万文字を1か月で完成（通常5か月目安）
○ 3,000文字前後の記事を月に20本作成

成果事例：個⼈の⽣産性向上
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成果を分けるものは何か？
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AIは能力の増幅装置である
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（マルチスタック性）





〇目的の定義×AI活用

目的定義力と「成果」



AI時代に成果を出す人材のタイ
プ

～目的定義力の有無による分類
～
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AIが確実に代替

※AIに代替される余地が大きい









どうやってスキルを身に着ける
か
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とはいえ、実現するハードルは高
い
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グロースＸ社の
「ビジネスOS」研修

グロースドライバー
戦略伴走支援

※三浦も執筆
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事例豊富な
パートナーご紹介



（最短）
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個人スキルを組織全体
に拡大する要素


